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委 員 会 会 議 録 
（一社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２５年度 第５回 適正化事業運営委員会 

開催日時 平成２６年２月４日（火） １３：３０～１５：５０ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「研修室１」 

出 席 者 委員：１２名、 事務局：６名 

 
協   議   内   容 

１．挨 拶 
  開会にあたり岡田本部長、引続き田中委員長挨拶があった。 
    
  田中委員長の進行により議事運営、以下 事務局より資料に基づき説明された。 
 
２．議 題 
 （1）平成 25年度適正化事業実施状況について 
   ①巡回指導結果等について 
    ・目標通り推進中。 
 
   ②安全性評価事業結果について 
    Ｈ25年度Ｇマーク認定事業所数について 
    ・新規 52/54、初回 28/30、2回目更新 13/15 全体 93/99となった。 
    ・県内認定取得は目標 250事業所に対し 230事業所 25.8％と未達となった。 
     Ｈ26年度については 270事業所の 30％超えを目標にし、全国ベスト 10を 

目指す。 
     
   ③原価意識向上実践セミナーについて 
    参加者予定 80名に対して 74名参加。 
    ・各支部例会に落とし込んで開催し水平展開し実践的なものに繋げてはどうか。

     次年度計画の方向で検討する。 
 
   ④集団指導講習会について 
    1/20巡回評価Ｄ、Ｅ事業所対象に実施。（32/39事業所出席） 
 
 （2）当面する事業の取り組み 
   ①トラック事業者と荷主とのパートナーシップ構築セミナーについて 
    支局の後藤課長出席のもと開催にあたっての意見交換をした。 
    ・物流セミナーとの抱き合わせ等、荷主の参加率をあげる工夫も考慮し 

次年度検討する。（終了後、1時間程支局専門官の相談窓口開催予定） 
 

   ②燃料サーチャージの推進について 
    ・環境的には消費税の値上げ、軽油費の高騰、車が集まらない、人も 

集まらない等物流業者の窮状を訴え、運賃に転嫁出来るよう努力が必要。 
    ・尚、荷主企業 代表者殿宛のお願い文書 

・燃料サーチャージ導入検討のお願いについて（案） 
      ・消費税率引き上げに伴う転嫁のお願いについて（ひな形） 
    ※取り扱い並びに活用は各事業者にお任せする。 
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 （3）平成 26年度事業計画及び予算（案）について 
   ・会員サービスの観点から検証しながら全般を改革していく。 
 
 
 《資料》 

1.Gマーク取得事業所に対する国土交通省（地方運輸局長等）表彰規程(案)について 
   ・滋賀トラック協会として 上記（案）とは別して全支部統一した支部長表彰を 

独自に推薦出来るよう、滋賀県トラック協会安全性優良事業所表彰規程(案)を 
理事会に提案する。 

    
  2.貨物自動車運送事業輸送安全規則の解釈及び運用について（一部改正） 
  3.適正な取引の確保及び安全を阻害する行為の防止等に係る措置の実施について 
   （通達） 
   ・トラック運送業における書面化推進ガイドライン  
 
     

次回はＨ26年 3月 12日(水)１３時３０分から開催で決定し、終了した。   
※メンバー：新旧メンバー合同開催とする。 

以 上

 


